
 

北
総
の
子
安
像
塔
＝
江
戸
時
代
末
期
か
ら
現
代
ま
で
の
様
相
に
つ
い
て 
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は
じ
め
に 

北
総
地
域
に
特
異
に
多
く
み
ら
れ
る
子
安
像
塔
に
つ
い
て
、
本
誌
二
十

号
で
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
お
け
る
そ
の
出
現
と
成
立
の
過
程
を
、
二
十

一
号
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
（
文
化
～
天
保
期
）
に
お
け
る
そ
の
展
開
に

つ
い
て
報
告
し
た
。 

な
お
、
二
十
号
で
述
べ
た
と
お
り
、
「
子
安
像
塔
」
と
は
、
造
立
の
意

図
・
目
的
に
か
か
わ
ら
ず
、
主
尊
の
観
音
ま
た
は
女
神
像
が
、
母
性
を
あ

き
ら
か
に
し
て
子
供
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
像
容
の
石
塔
・
石
祠
を
総
称

す
る
。
こ
の
像
容
に
つ
い
て
は
、
仏
典
な
ど
に
よ
る
儀
軌
は
な
い
。 

北
総
で
の
最
も
早
い
講
に
よ
る
子
安
像
塔
は
、
酒
々
井
町
尾
上
神
社
の

享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
「
子
安
大
明
神
」
銘
の
立
像
、
次
い
で
、
元

文
五
年
（
一
七
四
〇
）
同
じ
く
酒
々
井
町
柏
木
の
子
安
像
石
祠
で
あ
る
。

前
者
の
立
像
の
像
容
は
系
譜
的
に
は
孤
立
し
て
い
て
淵
源
が
た
ど
れ
な
い

が
、
後
者
の
元
文
五
年
の
子
安
石
祠
の
像
容
は
、
石
祠
内
に
母
像
と
ふ
た

り
の
子
が
い
る
と
い
う
特
異
な
二
つ
の
特
徴
が
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ツ
を
千

葉
県
最
古
の
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
銘
を
も
つ
袖
ヶ
浦
市
百
目
木(

ど
う

め
き)

の
「
子
安
大
明
神
」
像
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
同
元
文
五
年
、
利
根
川
沿
い
の
栄
町
で
は
、
仏
像
を
思
わ
せ
る
光

背
型
「
子
安
観
音
」
銘
の
坐
像
、
翌
元
文
六
年
（
一
七
四
一
）
小
見
川
町

で
「
八
日
講
」
の
子
安
像
塔
が
相
次
い
で
現
れ
、
印
旛
沼
東
岸
に
は
、
宝

暦
年
間
（
一
七
五
〇
年
代
）
思
惟
相
の
如
意
輪
観
音
像
に
子
を
抱
か
せ
た

像
が
、
さ
ら
に
安
永
年
間
（
一
七
七
〇
年
代
）
そ
れ
ら
①
石
祠
、
②
二
児
、

③
光
背
型
、
④
思
惟
相
の
各
要
素
が
ク
ロ
ス
し
た
子
安
像
塔
が
北
総
各
地

に
展
開
し
て
い
く
が
、
こ
の
江
戸
時
代
中
期
の
頃
は
ま
だ
如
意
輪
観
音
像

を
主
尊
と
す
る
十
九
夜
塔
が
圧
倒
的
に
主
流
で
、
享
和
（
一
八
〇
三
）
ま

で
の
子
安
像
塔
の
数
は
一
〇
九
基
に
と
ど
ま
る
。 

江
戸
時
代
後
期
前
半
の
文
化
～
天
保
期
（
一
八
〇
四
～
一
八
四
三
）
に

な
る
と
、
化
政
文
化
の
影
響
で
、
軟
ら
か
い
石
材
に
複
雑
で
装
飾
性
の
富

ん
だ
像
容
が
増
加
し
、
ま
た
数
量
も
四
十
年
間
で
一
七
五
基
を
数
え
る
よ

う
に
な
る
。 

本
稿
で
は
、
前
号
の
報
告
で
の
続
き
、
江
戸
時
代
末
期
の
弘
化
元
年
（
一

八
四
四
～
）
よ
り
現
在
（
～
二
〇
一
二
）
ま
で
の
子
安
像
塔
六
九
三
基
、

そ
の
う
ち
記
年
銘
が
明
ら
か
な
六
七
九
基
に
つ
い
て
の
様
相
、
す
な
わ
ち

所
在
お
よ
び
数
量
、
そ
の
像
容
の
特
徴
な
ど
の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
い
。 

近
代
か
ら
現
代
に
い
た
る
こ
の
時
期
は
、
子
安
像
塔
が
こ
の
地
域
の
女

人
講
建
立
石
造
物
の
主
流
と
な
り
、
数
量
で
は
他
の
講
も
含
め
た
石
造
物

の
代
表
的
な
石
塔
と
な
る
時
代
で
あ
る
。 

な
お
、
調
査
し
た
デ
ー
タ
数
が
多
く
、
一
基
一
項
目
の
一
覧
表
で
は
膨

大
に
な
る
の
で
、
表
‐
1
の
よ
う
に
一
所
在
地
毎
に
整
理
し
、
和
暦
の
年

銘
を
列
記
し
た
。 
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同
一
箇
所
に
頻
繁
に
造
塔
が
行
わ
れ
、
石
塔
群
と
な
っ
て
い
る
地
域
と
、

単
独
に
建
立
し
た
子
安
像
塔
を
祠
や
小
社
に
奉
り
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
地

域
が
、
と
も
に
併
存
す
る
実
態
を
こ
の
表
か
ら
み
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。 

 一
、
江
戸
時
代
末
期
（
弘
化
～
慶
応
年
間
）
の
子
安
像
塔 

江
戸
時
代
末
期
の
弘
化
元
年
か
ら
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
ま
で
三
十

三
年
間
の
子
安
像
塔
数
は
百
二
十
基
で
、
十
年
間
単
位
の
平
均
数
は
約
三

六
基
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
子
安
像
塔
の
ピ
ー
ク
の
時
代
は
、
後
期
前
半

の
文
化
・
文
政
・
天
保
期
で
、
十
年
間
約
四
十
基
を
数
え
る
。
後
期
後
半

は
や
や
減
少
気
味
で
あ
る
が
、
石
田
年
子
氏
の
集
計
（
＊
参
考
資
料
）
に

よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
の
十
九
夜
塔
が
、
後
期
前
半
十
年
間
約
八
二
基
か
ら

後
半
に
約
五
六
基
へ
と
よ
り
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
の
後
に
続
く
近
代
に
お
い
て
子
安
像
塔
が
女
人
講
の
石
塔
の
主
流
と
な

る
こ
と
を
予
期
さ
せ
る
数
と
い
え
よ
う
。 

形
態
は
、
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
の
鎌

ヶ
谷
市
軽
井
沢
八
幡
神
社
と
、
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
松
戸
市
金
ヶ
作
八
坂
神
社
（
下
図
）

の
二
基
が
石
祠
に
像
を
置
く
。
そ
れ
以
外
は
、

ほ
と
ん
ど
が
舟
型
光
背
型
の
浮
彫
像
で
、
櫛

型
や
駒
型
も
み
ら
れ
る
。 

丸
彫
り
像
は
、
安
政
四
年
（
一
八
五

七
）
千
葉
市
畑
町
十
二
社
神
社
に
二
児

を
配
す
る
坐
像
（
下
図
）
が
あ
り
、
同
年

の
四
街
道
市
長
岡
石
塔
群
の
櫛
型
光
背

の
浮
彫
像
と
作
風
が
類
似
す
る
こ
と
か

ら
、
同
一
の
石
工
の
作
と
推
定
さ
れ
る
。 

 
 

石
質
は
主
に
目
の
細
か
い
凝
灰
岩
で

あ
る
が
、
や
礫
の
混
じ
っ
た
堆
積
岩
も
多
く
使
わ
れ
、
屋
外
に
設
置
さ
れ

た
も
の
の
遺
存
状
態
は
よ
く
な
い
。 

 

像
容
に
つ
い
て
は
、
①
江
戸
時
代
後
期
前
半
ま
で
の
特
徴
を
残
す
も
の
、

②
こ
の
時
期
に
出
現
し
、
明
治
以
降
に
も
継
承
さ
れ
、
近
現
代
の
像
容
の

基
本
型
と
な
る
も
の
、
③
個
性
的
で
類
型
化
の
少
な
い
も
の
が
あ
る
。 

①
で
は
、
思
惟
相
の
タ
イ
プ
1.
の
二
基
と
、
右
に
上
体
を
傾
斜
し
子
を

両
手
で
抱
く
タ
イ
プ
（
2.
・
3.
）
は
、
江
戸
中
期
か
ら
の
基
本
と
な
る
像

容
で
あ
る
が
、
明
治
以
降
の
近
現
代
に
は
継
承
さ
れ
ず
、
幕
末
に
ほ
ぼ
終

了
す
る
。
②
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、
4.
と
8.
が
近
現
代
の
代
表
的
作
例
に

発
展
す
る
。 

 

＊
江
戸
時
代
末
期
の
像
容
の
代
表
例 

1. 

文
久
三
年(

一
八
六
三)  

香
取
市
織
幡
花
見
寺 

如
意
輪
観
音
像
が
上
体

を
右
に
上
体
を
傾
斜
し
、

右
手
を
頬
に
当
て
る
思

惟
相
の
ま
ま
左
手
で
子

を
抱
く
復
古
タ
イ
プ 

〈
類
例
〉
文
久
四
年
銘

（
一
八
六
四
）
佐
倉
市

畔
田 

正
光
寺 

 

2.
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
印
旛
村
山
田
三
五
四
三
付
近
集
会
所 

半
跏
方
向
に
上
体
を

傾
斜
し
、
両
手
で
子
を

抱
く
江
戸
時
代
後
期
前

半
ま
で
の
基
本
ス
タ
イ

ル
を
継
承
す
る
。 

〈
類
例
〉
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
佐
倉
市

土
浮
正
福
寺 



・
同
年
印
旛
村
瀬
戸
徳
性
院 

・
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
沼
南
町
手
賀
明
王
院
跡 

・
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
印
旛
村
岩
戸
西
福
寺 

・
同
年
印
西
市
泉
集
会
所 

 

3.
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
白
井
市
中
薬
師
堂 

2.

と
異
な
り
左
膝

を
立
て
る
。 

こ
の
白
井
市
中
薬
師

堂
の
子
安
塔
は
単
独
に

祠
内
に
安
置
さ
れ
て
、

保
存
状
態
は
良
好
、
彩

色
も
残
る
。
江
戸
期
後

期
後
半
で
は
、
最
も
美

し
く
気
品
あ
る
子
安
像

塔
で
あ
る
。 

〈
類
例
〉
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
神
埼
町
大
貫
興
福
寺 

 

4.
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
栄
町
請
方
皇
大
神
社 

高
い
宝
髻
を
結
い
、

左
手
に
蓮
華
を
持
ち
、

子
が
乳
房
を
つ
か
む
像
。

右
ひ
ざ
を
立
て
右
手
で

子
を
抱
く
。
や
や
右
へ

上
体
を
傾
け
、
顔
立
ち

は
正
面
や
や
下
向
き
で

表
情
は
か
た
い
。
天
冠

台
上
に
高
く
結
い
上
げ

た
宝
髻
を
数
本
の
直
線

で
表
現
、
左
手
は
未
敷
蓮
華
と
蓮
の
葉
の
二
本
の
茎
を
持
つ
。
子
が
右
手

で
母
像
の
左
乳
房
を
つ
か
む
し
ぐ
さ
が
か
わ
い
ら
し
い
。
母
像
の
天
衣
の

屈
曲
し
た
裾
が
、
右
立
膝
の
後
方
の
ほ
か
、
左
膝
の
前
に
台
石
に
垂
れ
て

表
現
さ
れ
る
。 

隙
の
な
い
構
図
と
端
正
で
威
厳
あ
る
作
風
は
、
若
干
の
変
遷
を
経
て
、

二
‐
7. 

や
二
‐
8.
な
ど
幕
末
か
ら
近
現
代
の
子
安
像
塔
の
一
つ
の
代
表

的
像
容
の
原
型
と
な
る
。 

こ
の
像
と
細
部
ま
で
一
致
す
る
像
は
、
幕
末
ま
で
栄
町
二
基
、
印
旛
村

二
基
、
印
西
市
三
基
、
八
千
代
市
一
基
の
計
九
基
あ
る
。
（
表
‐
3
参
照
） 

 5. 

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
酒
々
井
町
上
岩
橋
馬
頭
観
音
堂 

 

右
へ
上
体
を
傾
け
て

子
を
抱
き
、
左
手
に
未

敷
蓮
華
を
持
つ
。
優
し

い
作
風
。 

〈
類
例
〉
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
佐
倉
市

飯
重
大
宮
神
社 

 

  

6.
嘉
永
七
年
銘
（
一
八
五
四
）
千
葉
市
横
戸
町
明
星
寺 

 

 

優
し
い
ま
な
ざ
し
と

柔
ら
か
な
衣
文
の
表
現

が
個
性
的
な
逸
品
。 

〈
類
例
〉
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
千
葉
市

花
島
町
天
福
寺 

  



 

7.
嘉
永
七
年
銘
（
一
八
五
四
）
印
西
市
戸
神
青
年
館 

右
手
に
で
ん
で
ん
太

鼓
を
持
つ
。 

〈
類
例
〉
弘
化
五
年

（
一
八
四
八
）
千
葉
市

若
松
町 

若
松
公
民
館 

 

・
安
政
二
年
（
一
八

五
五
）
四
街
道
市
四
街

道
金
比
羅
宮
（
風
車

か
？
） 

 8.
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
八
千
代
市
大
和
田 

円
光
院 

 

豊
満
な
表
現
の
優

雅
な
像
。
丸
々
と
し

た
子
や
乳
房
な
ど
は

近
代
に
入
っ
て
さ
ら

に
強
調
さ
れ
て
類
型

化
さ
れ
て
い
く
。 

〈
類
例
〉
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
船

橋
市
山
手 

諏
訪
神

社 
 

 

 

9. 

慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
八
千
代
市
麦
丸 

東
福
院 

 

天
保
十
年
代
の
船
橋
市
や
鎌
ヶ
谷
市
に
流
行
し
た
子
が
膝
に
這
い
上
が

る
姿
の
像
。
こ
れ
は
左
手
に
達
磨
を
も
つ
が
、
持
た
な
い
姿
も
あ
る
。 

明
治
以
降
に
も
二
‐
1.
の
よ
う
に
こ
の
類
型
が
多
く
作
ら
れ
る
。 

〈
類
型
〉
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
印
西
市 

大
久
保
勢
至
堂 

・
弘
化
四
年
（
一

八
五
七
）
船
橋
市
八

木
が
谷 

長
福
寺 

・
弘
化
五
年
銘
（
一

八
四
八
）
八
千
代
市

米
本 

長
福
寺 

 

 
 二

、
近
代
（
明
治
元
年
～
昭
和
二
十
年
）
の
子
安
像
塔 

北
総
で
も
戊
辰
戦
争
の
戦
闘
が
あ
っ
た
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
と
そ

の
翌
年
は
一
時
的
に
子
安
像
塔
の
建
立
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
三
年
か
ら

明
治
期
末
ま
で
に
二
五
七
基
、
大
正
期
に
九
三
基
、
昭
和
前
期
（
二
十
年

一
九
四
五
ま
で
）
に
六
一
基
の
造
塔
あ
り
、
平
均
す
る
と
、
明
治
か
ら
大

正
期
の
終
わ
り
ま
で
十
年
に
六
十
基
と
い
う
数
に
の
ぼ
り
、
子
安
像
塔
は

こ
の
半
世
紀
に
最
も
多
数
の
造
塔
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
（
表
‐
2
参
照
） 

如
意
輪
観
音
像
主
体
の
十
九
夜
塔
は
、
こ
の
時
代
に
ほ
と
ん
ど
子
安
像

塔
か
、
一
部
は
文
字
塔
に
か
わ
る
が
、
講
の
名
称
と
し
て
「
十
九
夜
」
の

銘
を
残
す
子
安
像
塔
も
多
数
あ
る
。 

形
態
は
、
す
べ
て
光
背
型
浮
彫
像
に
な
り
、
蓮
台
は
省
略
さ
れ
る
か
、

簡
略
な
線
彫
り
に
な
り
、
高
さ
の
あ
る
台
石
に
大
き
く
「
女
人
講
」
等
の

講
名
を
前
面
に
横
書
き
し
、
側
面
に
講
の
参
加
者
や
世
話
人
の
多
数
の
名

を
縦
書
き
で
列
記
す
る
よ
う
に
な
る
。 

像
容
に
つ
い
て
は
、
幕
末
期
の
一
‐
4.
の
よ
う
に
、
細
部
ま
で
同
じ
意

匠
の
規
格
化
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
や
安
易
な
模
倣
が
多
く
な
り
、

ま
た
石
工
の
技
術
低
下
の
た
め
、
芸
術
性
の
あ
る
作
品
は
減
少
す
る
。 

一
方
、
近
代
後
半
、
特
に
大
正
期
は
、
簡
略
化
の
方
向
で
デ
フ
ォ
ル
メ

さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
や
独
創
的
で
奇
抜
な
像
容
も
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。 

 

＊
近
代
の
像
容
の
代
表
例 



1. 

明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
八
千
代
市
島
田
台
長
唱
寺 

子
が
這
い
上
が

ろ
う
と
す
る
姿

の
像
。
天
保
十

年
代
か
ら
続
く

一
‐

9.

の
デ

ザ
イ
ン
を
踏
襲

し
て
い
る
。
十

九
世
紀
後
半
を

代
表
す
る
美
し

い
像
で
あ
る
。 

〈
類
型
〉
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
船
橋
市
飯
山
満
町
王
子
神
社 

・
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
八
千
代
市
村
上
字
宮
内
路
傍 

・
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
八
千
代
市
米
本
字
逆
水
薬
師
堂 

・
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
香
取
市
大
戸
川
禅
昌
寺 

 

・
昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
）
船
橋
市
宮
本
五
丁
目
路
傍 

 

2. 

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
白
井
市
名
内
東
光
院 

 

乳
を
無
心
に
吸
う

丸
々
と
し
た
子
と
童
女

の
よ
う
な
あ
ど
け
な
い

表
情
の
母
像
の
姿
が
特

徴
。
正
面
を
向
く
穏
や

か
な
像
の
髪
型
は
、
被

布
の
よ
う
に
長
く
垂
ら

し
た
髪
を
頭
頂
で
双
髷

に
結
い
あ
げ
て
い
る
。

一
切
の
装
飾
を
排
し
た

シ
ン
プ
ル
な
構
図
が
近
代
ら
し
い
。
ふ
く
よ
か
な
印
象
の
母
子
像
で
あ
る
。 

類
型
は
、
明
治
三
年
（
一
八
八
六
）
の
船
橋
市
八
木
が
谷
長
福
寺
か
ら

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
習
志
野
市
大
久
保
薬
師
寺
ま
で
白
井
・
八
千

代
市
中
心
に
十
一
基
あ
る
。 

（
以
下
、
類
型
は
、
表
‐
3
参
照
の
こ
と
） 

そ
の
中
で
も
明
治
二
十
年
（
一
八

八
七
）
船
橋
市
古
作
町
熊
野
神
社
の

子
安
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
像

（
下
図
）
は
、
北
総
に
お
け
る
子
安
塔

分
布
の
最
西
端
に
位
置
す
る
像
と
し

て
貴
重
な
像
で
あ
る
。 

 

3. 

明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
船
橋
市
金
堀
町
竜
蔵
院 

 

一
‐
8.
と
二
‐
2.
の
系
譜
を
ひ
く
豊
満
さ
を
強
調
し
た
子
安
像
。 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
船
橋
市
八
木
が
谷
長
福
寺
と
八
千
代
市
吉

橋
寺
台
公
会
堂
に
、
同
形
の
像
が
作
ら
れ
る
。 

よ
だ
れ
か
け
を
し
た
子
供
の
頭
部
が
大
き
く
強
調
さ
れ
、
大
正
二
年
（
一

九
一
三
）
八
千
代
市
村
上
の
辺
田
前
公
会
堂
の
子
安
塔
で
頂
点
に
達
す
る
。 

栄
養
が
い
き

わ
た
っ
た
よ
う

な
こ
れ
ら
の
母

子
像
は
、
明
治

の
終
わ
り
か
ら

大
正
期
に
か
け

て
富
国
強
兵
を

背
景
に
『
産
め

よ
増
や
せ
よ
』

の
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
宗
教
的
な
因
習
を
排
し
、
母
子
保
健
に
力

が
注
が
れ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
象
徴
し
て
い
る
。 

 

こ
の
ふ
く
よ
か
タ
イ
プ
の
子
安
塔
は
、
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
八



千
代
市
大
和
田
新
田
字
庚
塚
の
子
安
塔
で
終
焉
し
、
そ
の
後
は
15.
の
タ
イ

プ
に
引
き
継
が
れ
、
や
が
て
戦
時
下
の
時
代
と
な
る
。 

類
型
は
、
白
井
市
・
八
千
代
市
・
船
橋
市
に
二
十
基
分
布
す
る
。 

 4. 

明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
白
井
市
向
台
薬
師
堂 

一
‐

4.

の
像
容

と
は
、
上
体
を
や
や

傾
け
未
敷
蓮
華
を
持

つ
な
ど
基
本
的
に
同

じ
構
成
で
あ
る
が
、

細
部
に
わ
た
る
図
像

の
画
一
性
は
少
な
く
、

ま
た
作
風
も
厳
め
し

く
な
く
、
素
朴
で
や

さ
し
い
印
象
を
与
え
る
。 

類
型
は
幕
末
か
ら
明
治
期
に
印
西
市
・
白
井
市
を
中
心
に
十
六
基
分
布

す
る
。 

ま
た
現
代
に
こ
の
像
容
に
似
た
作
が
あ
る
。 

 5. 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
千
葉
市
犢
橋
町
御
成
街
道
路
傍 

右
ひ
ざ
を
立
て
、

右
手
で
子
を
抱
く
。

上
体
と
顔
は
正
面
向

き
。
宝
髷
は
低
い
。

左
手
に
未
敷
蓮
華
を

高
く
持
つ
。
頭
部
背

後
に
天
衣
が
、
蝶
が

羽
を
広
げ
た
よ
う
に

華
や
か
に
四
角
形
に

広
が
る
。
そ
の
内
側
に
細
か
い
凹
凸
で
装
飾
す
る
。 

ま
た
時
代
が
下
る

と
と
も
に
、
顔
が
童

女
の
よ
う
に
丸
顔
に

な
る
。
（
下
図
は
明

治
四
五
年
、
同
所
） 

類
型
は
、
明
治
期

前
半
か
ら
大
正
期
末

ま
で
二
一
基
が
、
千
葉
市
犢
橋
町
の
御
成
街
道
沿
い
か
ら
、
習
志
野
市
、

四
街
道
市
、
八
千
代
市
に
分
布
す
る 

 

6. 

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
千
葉
市
花
島
町
天
福
寺 

 

5.

の
頭
部
背
後

の
天
衣
に
か
わ
り
、

光
輪
が
廻
る
。
光
輪

内
部
は

5.

と
同
様

に
細
か
い
凹
凸
を
施

す
。 カ

ー
ル
し
た
髪
、

肩
に
か
か
る
リ
ボ
ン

が
華
や
か
で
あ
る
。 

明
治
期
中
葉
と
昭
和
期
前
半
に
立
て
ら
れ
た
九
基
が
、
千
葉
市
と
隣
接

す
る
八
千
代
市
南
部
に
分
布
す
る
。 

 
7. 
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
印
西
市
泉
集
会
所 

 

 
正
面
を
向
き
、
右
膝
を
立
て
、
両
足
の
平
を
合
わ
せ
、
左
手
に
未
敷
蓮

華
を
持
つ
。
子
の
右
手
が
乳
房
を
つ
か
み
、
左
手
に
達
磨
を
持
つ
。 

一
‐
4.
が
や
や
横
向
き
で
、
ま
た
二
‐
8.
が
天
衣
の
翻
る
こ
と
を
除
け

ば
、
作
風
は
一
‐
4.
と
二
‐
8.
に
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。 



類
型
は
一
六
基
を

数
え
、
特
に
印
西
市

と
印
旛
村
に
多
い
が
、

明
治
後
半
に
は
、
次

の

8.

の
像
容
に
移

行
す
る
。 

  

8. 

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
印
西
市
戸
神
青
年
館 

 

近
現
代
の
代

表
的
な
像
容
で

あ
る
。 

正
面
を
向
き
、

天
衣
が
両
肩
か

ら
頭
部
背
後
に

水
平
に
広
が
り

逆
三
角
形
を
形

作
る
こ
と
が
特
徴
。
そ
の
裾
が
左
膝
の
前
に
波
打
っ
て
下
が
る
。 

右
手
で
子
を
抱
き
、
左
手
は
未
敷
蓮
華
と
蓮
の
葉
の
二
本
の
茎
を
持
つ
。

子
の
右
手
が
母
像
の
左
乳
房
を
つ
か
み
、
左
手
に
達
磨
を
持
つ
。
天
冠
台

上
の
宝
髻
は
さ
ら
に
高
く
直
線
的
に
な
る
。 

こ
の
謹
厳
実
直
な
作
風
は
、
明
治
期
後
半
か
ら
現
代
ま
で
持
続
し
、
計

四
三
基
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
細
部
ま
で
同
様
な
い
く
つ
か
は
、
同
一
工

房
の
量
産
品
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

9. 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
千
葉
市
柏
井
町
稲
荷
神
社 

 

 

天
衣
が
頭
部
よ
り
高
く
水
平
に
広
が
り
、
天
衣
が
囲
む
空
間
に
は
、
5.
と

6.
と
同
じ
く
凹
凸
を
施
す
。 

直
線
を
刻
む
角
張
っ
た
台
形
の
宝
髻
に
三
つ
の
円
形
の
飾
り
が
つ
く
の

が
特
徴
で
、
千
葉
市
北

西
部
中
心
の
5.

と
6.

が
、
印
西
市
な
ど
に
多

い

8.

の
強
い
影
響
を

受
け
、
変
容
し
た
と
み

ら
れ
る
。 

大
正
四
年
（
一
九
一

五
）
佐
倉
市
上
志
津
西

福
寺
か
ら
、
千
葉
市
横
戸
の
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
ま
で
、
同
形
が
五

基
存
在
す
る
。 

 

10.
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
） 

千
葉
市
横
戸
町
明
星
寺 

 

明
治
期
後
半
に
八
千
代

市
高
津
観
音
寺
近
辺
に
十

一
基
が
分
布
。 

持
ち
物
や
宝
髻
な
ど
微

妙
に
像
容
が
異
な
る
が
、

作
風
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
同

一
の
工
房
の
作
と
思
わ
れ

る
も
の
も
あ
る
。 

明
治
二
十
年
代
は
頭
巾

風
の
双
髷
だ
っ
た
が
、
三
十
年
代
に
三
角
状
の
宝
髻
に
変
化
す
る
。 

下
図
は
明
治
三
二
年

（
一
八
九
九
）
佐
倉
市
小

竹
西
作
地
蔵
堂
。 

ま
た
頭
部
の
両
脇
に
垂

髪
ま
た
は
冠
帯
と
思
わ
れ

る
帯
状
の
飾
り
が
舞
い
上

が
る
よ
う
に
あ
ら
わ
さ
れ
、



目
の
表
現
が
、
時
代
が
下
る
と
と
も
に
吊
り
上
っ
た
引
目
型
に
な
る
。 

花
型
環
状
の
よ
だ
れ
か
け
を
し
た
子
は
前
向
き
に
な
り
、
乳
房
を
つ
か

む
表
現
は
な
く
な
る
。 

 

台
座
部
分
に
玩
具
の
モ
チ
ー
フ
が
線
彫
り
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

11.
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
八
千
代
市
大
和
田
円
光
院 

 

明
治
期
末
か
ら
大
正
期
末
ま
で
、
八
千
代
市
大
和
田
新
田
を
中
心
に
、

船
橋
市
か
ら
佐
倉
市
に
か
け
て
成
田
街
道
沿
い
の
町
村
に
十
三
基
し
、
平

成
に
も
一
基
新
設
さ
れ
た
。 

10.
の
像
容
の
系
譜
を
ひ
く
が
、
図
像
的
に
整
理
さ
れ
、
近
代
の
洗
練
さ

れ
た
代
表
的
作
例
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
栗
の
実
状
の
宝
髻
と
舞
い

上
が
る
帯
状
の
垂
髪
（
？
）
、
レ
ン
ズ
状
の
目
が
特
徴
。 

大
和
田
新
田
で
は
永

く
地
域
で
愛
さ
れ
た
像

容
ら
し
く
、
平
成
十
八

年
（
二
〇
〇
六
）
に
大

和
田
新
田
上
区
八
幡
神

社
で
は
新
規
に
建
立
さ

れ
た
子
安
塔
の
デ
ザ
イ

ン
に
も
こ
の
像
容
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。（
下
図
） 

12. 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
印
西
市
小
林
光
明
寺
墓
地 

 
 
 

 
 

 

明
治
後
半
か
ら
大
正
期
、
印
西
市
を
中
心
に
十
六
基
、
現
代
に
二
基
造

ら
れ
る
。
高
く
角
張
っ
た
宝
髻
と
丸
顔
に
沿
っ
た
垂
髪
、
子
の
背
に
右
手

を
添
え
て
授
乳
さ
せ
、
左
脛
部
と
子
の
衣
に
沈
線
で
襞
を
表
現
す
る
。 

 

13.
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）
佐
倉
市
小
竹
西
作
地
蔵
堂 

 

12.
の
像
容
を
単
純
化
、
デ
フ
ォ
ル
メ
し
た
図
像
で
、
直
線
的
で
機
械
的

な
彫
り
方
な
ど
、

近
代
末
期
の
石

工
の
技
量
低
下

に
対
応
し
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ

て
い
る
。 

明
治
期
末
か

ら
昭
和
初
期
に

十
四
基
、
現
代

に
三
基
あ
る
。
12.
と
同
様
、
印
旛
村
、
佐
倉
市
に
分
布
す
る
。 

 14. 

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
八
千
代
市
桑
納
威
光
院 

 
 

宝
冠
上
の
三
つ
の
丸
い
髻
と
右
に
上
体
を
傾
け
た
特
徴
は
明
治
四
一

年
（
一
九
〇
八
）
八
千
代
市
小
池
安
房
神
社
な
ど
の
像
容
に
由
来
す
る
と



思
わ
れ
る
。 

類
型
は
明
治
四
一
年

か
ら
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
）
鎌
ヶ
谷
市
軽
井

沢
八
幡
神
社
ま
で
、
九

基
あ
り
、
細
長
い
光
背

い
っ
ぱ
い
に
配
置
す
る

デ
ザ
イ
ン
は
、
大
正
期

の
独
創
性
を
表
し
て
い
る
。 

 

15. 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
八
千
代
市
下
高
野 

福
蔵
院 

 

丸
顔
に
垂
髪
、
頭
上
に
双
髻
を
結
い
、
簪
の
よ
う
に
華
や
か
な
冠
帯
と
、

頭
部
後
ろ
の
天
衣
が
特
徴
。
ゆ
っ
た
り
し
た
姿
勢
で
乳
を
与
え
る
姿
は
、

優
雅
で
あ
る
。 

昭
和
前
期
の
代
表
作
で
、
八
千
代
市
と
佐
倉
市
の
隣
接
地
に
五
基
あ
る
。 

 
 

＊
こ
の
後
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
急
減
す
る
。 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
は
八
千
代
市
村
上
正
覚
院
と
本
埜
村
に
各

一
基
、
銚
子
市
の
二
基
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
は
白
井
市
所
沢
寮

の
一
基
、
そ
し
て
昭
和
二
十
年
の
終
戦
の
年
に
八
千
代
市
と
佐
倉
市
で
各

一
基
の
み
の
建
立
で
、
昭
和
十
七
年
と
十
九
年
は
、
皆
無
で
あ
っ
た
。 

こ
の
昭
和
十
八
年
の
白
井

市
の
子
安
塔
も
、
い
か
に
も

素
人
の
作
と
み
ら
れ
る
稚
拙

な
像
で
、
戦
争
中
、
お
そ
ら

く
石
工
に
依
頼
で
き
る
状
況

で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

推
察
さ
れ
る
。
（
下
図
） 

 

三
、
現
代
（
昭
和
二
一
年
～
平
成
二
二
年
）
の
子
安
像
塔 

 

戦
前
に
連
続
し
て
建
立
し
て
き
た
地
域
で
は
、
戦
後
は
ま
も
な
く
、
子

安
像
塔
の
建
立
が
復
活
さ
れ
る
。
お
お
む
ね
戦
前
の
大
正
期
に
定
型
化
し

た
様
式
の
模
倣
で
あ
る
が
、
昭
和
二
十
年
代
だ
け
で
二
九
基
の
造
塔
が
あ

っ
た
。 

昭
和
三
十
年
前
後
に
な
る
と
、
彫
像
技
術
を
も
つ
石
工
の
不
足
か
、
分

類
不
可
の
試
行
錯
誤
の
よ
う
な
建
塔
も
多
く
、
か
え
っ
て
像
容
が
定
ま
ら

な
く
な
る
。 

風
貌
は
な
ぜ
か
異
国
風
、
未
敷
蓮
華
の
意
味
も
不
明
な
の
か
、
ト
ー
チ

風
あ
る
い
は
錫
杖
風
に
表
現
さ
れ
、
ま
た
構
図
自
体
に
無
理
が
あ
る
も
の

な
ど
、
鑑
賞
に
堪
え
る
も
の
は
少
な
い
が
、
地
域
で
は
安
易
な
文
字
塔
で

は
な
く
、
子
安
像
の
あ
る
塔
を
建
て
る
こ
と
に
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

八
千
代
市
周
辺
の
農
村
も
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
続
く
子
育
て
の
時
代
で
あ

り
、
子
安
講
は
戦
前
以

上
に
活
発
だ
っ
た
と
お

聞
き
す
る
。 

（
下
図
は
昭
和
二
九

年 

印
旛
村
師
戸 

広

福
寺
） 

昭
和
四
十
年
代
後
半

に
な
る
と
、
機
械
彫
刻



も
可
能
に
な
り
、
石
材
も
花
崗
岩
を
使
っ
て
本
研
磨
し
た
作
品
が
出
て
く

る
。
デ
ザ
イ
ン
さ
え
決
ま
れ
ば
、
ど
ん
な
も
の
で
も
量
産
で
き
る
と
の
こ

と
で
あ
る
。 

二
‐
11.
で
紹
介
し
た
大
和
田
新
田
上
区
の
平
成
一
八
年
の
子
安
塔
の
よ

う
に
、
地
域
の
習
慣
と
信
仰
に
根
ざ
し
た
講
で
建
立
す
る
こ
と
を
重
じ
、

伝
統
的
な
独
自
の
様
式
を
継
承
し
た
新
し
い
子
安
像
塔
も
建
て
ら
れ
て
い

る
。 ち

な
み
に
二
段
積
み
の
上
の
台
石
は
ま
す
ま
す
厚
く
大
き
く
な
り
、「
女

人
講
中
」
、
ま
れ
に
「
子
安
講
中
」
と
大
き
く
記
さ
れ
る
。
な
お
左
か
ら

右
へ
横
書
き
書
か
れ
る
の
は
、
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
ご
ろ
か
ら
の

よ
う
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
子
安
像
塔
は
、
戦
前
か
ら
連
続
し
て
建
塔
す
る
慣
習
の

地
域
で
、
戦
後
も
昭
和
二
一
年
か
ら
昭
和
期
末
ま
で
九
五
基
、
平
成
元
年

か
ら
現
在
ま
で
は
、
巡
検
可
能
な
八
千
代
市
周
辺
で
十
九
基
を
確
認
し
た
。 

一
方
、
子
育
て
の
終
わ
っ
た
子
安
講
が
秩
父
観
音
巡
礼
講
に
転
換
し
、

子
安
塔
か
ら
文
字
碑
の
秩
父
巡
拝
供
養
塔
へ
切
り
替
わ
っ
て
い
く
地
域
も

み
ら
れ
る
。 

ま
た
、
民
俗
信
仰
や
寺
院
の
宗
派
と
は
関
係
な
く
、
大
き
な
子
安
観
音

像
が
建
立
さ
れ
る
場
合
も
み
ら
れ
る
。
子
安
像
塔
の
皆
無
だ
っ
た
市
川
市

で
も
、
昭
和
五
十
年
代
に
丸
彫
り
の
立
像
が
「
水
子
観
音
」
や
「
南
無
観

世
音
菩
薩
」
の
銘
で
各
々
二
つ
の
寺
院
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
本
報
告
で

は
、
こ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
現
代
の
子
安
像
塔
の
う
ち
、

伝
統
的
な
系
譜
の
追
え
る
像
容
と
、
新
し
く
地
域
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
像

容
を
中
心
に
紹
介
す
る
。 

 ＊
現
代
の
像
容
の
代
表
例 

1. 
 

昭
和
二
四 

年
（
一
九
四
九
）
香
取
市
田
部
西
雲
寺 

 

香
取
市
と
東
庄
町
に
大
正
期
末
か
ら
昭
和
初
期
に
数
基
見
ら
れ
る
像
容

で
、
白
衣
観
音
の
よ
う
な
被
布
を
頭
に
ま
と
い
、
長
い
髪
が
胸
元
で
二
条

に
分
か
れ
て
垂
れ
下

が
る
。
子
が
左
乳
首

を
口
で
吸
い
、
右
手

で
母
の
右
乳
首
を
つ

か
む
。
振
袖
の
着
物

を
着
て
帯
を
結
ぶ
子

を
母
像
が
見
つ
め
る

慈
愛
に
満
ち
た
姿
で
、
戦
後

も
間
も
な
く
同
じ
場
所
に
造

ら
れ
た
。 

こ
の
像
容
が
多
少
改
変
さ

れ
、
佐
倉
市
生
谷
専
栄
寺
に

昭
和
六
十
年
一
九
八
五
（
下

図
）
と
最
新
の
平
成
二
一
年

（
二
〇
〇
九
）
の
現
代
的
な

像
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 2. 

昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
千
葉
市
下
横
戸
公
会
堂 

白
衣
観
音
風
の

布
を
被
り
、
左
手

に
蓮
華
を
持
つ
。 

こ
の
像
と
同
じ

姿
の
像
が
、
平
成

五
年
小
竹
西
作
地

蔵
堂
に
、
ま
た
彩

色
の
あ
る
子
安
像

が
、
昭
和
五
三
年
（
一
九
七
九
）
銚
子
市
浅
間
神
社
に
あ
る
。 

下
横
戸
近
辺
と
銚
子
市
は
か
な
り
距
離
が
あ
る
が
、
1.
の
事
例
と
同
じ

く
、
同
系
の
図
像
が
全
く
別
の
地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
る
。 



3.
昭
和
五
四
年
（
一
九
七
九
）
佐
倉
市
上
志
津
西
福
寺 

 

縦
に
数
本
の
直
線
の
筋
が
入
っ
た
長
半
円
形
の
宝
冠
が
特
徴
で
、
上
志

津
の
西
福
寺
に
は
同
系
統
が
六
基
、
そ
の
他
近
隣
の
八
千
代
市
・
千
葉
市

に
類
型
が
九
基
あ
る
。 

石
質
も
悪
く
、
稚
拙
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
上
志
津
西

福
寺
で
は
、
地
域
の
伝
統
的
な
像
容
を
継
承
し
つ
つ
、
現
代
的
な
新
し
い

子
安
像
塔
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。 

 4.
昭
和
六
三
年
（
一
九
八
八
）
白
井
市
向
台
薬
師
堂 

昭
和
五
三
年

（
一
九
七
八
の
）

印
旛
村
師
戸
広
福

寺
の
子
安
像
を
ア

レ
ン
ジ
し
た
像
容

で
現
在
七
基
の
建

立
が
あ
る
。 

宝
冠
を
つ
け
た

丸
顔
の
母
像
、
裸

の
丸
々
と
し
た
子
、

量
感
の
あ
る
蓮
華
が
特
徴
で
あ
る
。 

下
高
野
の
福
蔵
院
で
は
、
平
成
五
年
以
降
三
基
続
け
て
建
て
ら
れ
て
お

り
、
地
域
で
定
着
し
た
像
容
に
な
っ
て
き
つ
つ
あ
る
。 

お
わ
り
に 

石
造
物
の
観
賞
と
調
査
の
対
象
は
、
江
戸
時
代
前
半
の
硬
質
の
石
に
見

事
な
技
で
彫
ら
れ
た
石
仏
や
、
金
石
文
史
料
と
し
て
銘
文
に
価
値
が
あ
る

も
の
、
ま
た
全
国
的
に
よ
く
目
に
す
る
種
類
の
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。 

一
方
、
子
安
像
塔
は
、
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
の
、
し
か
も
近
現
代
の
石
質

が
悪
く
造
形
美
に
も
欠
け
る
も
の
が
多
い
せ
い
か
、
ま
と
ま
っ
た
調
査
報

告
が
な
か
っ
た
。 

本
報
告
で
は
、
幕
末
か
ら
近
現
代
の
北
総
の
子
安
像
塔
つ
い
て
、
建
立

数
で
は
近
代
が
時
代
と
し
て
多
く
、
地
理
的
に
は
八
千
代
市
を
中
心
に
約

十
五
キ
ロ
圏
内
に
多
い
こ
と
、
平
成
期
に
な
っ
て
も
伝
統
的
に
造
塔
を
続

け
て
い
る
地
域
が
あ
る
こ
と
、
像
容
に
は
い
く
つ
か
の
系
統
が
あ
る
こ
と

な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
、
そ
の
像
容
の
変
遷
過
程
が
た
ど
り
な
が

ら
、
幕
末
か
ら
近
現
代
の
代
表
的
な
作
例
を
紹
介
し
た
。 

特
に
、
幕
末
以
降
の
記
年
銘
の
あ
る
子
安
像
塔
約
六
百
基
の
像
容
を
一

つ
一
つ
見
比
べ
る
こ
と
に
よ
り
、
類
型
別
の
分
類
を
試
み
、
そ
の
系
譜
を

江
戸
時
代
か
ら
時
系
列
で
追
っ
て
、
分
布
地
域
の
地
理
的
な
関
係
性
と
、

変
化
し
つ
つ
あ
る
現
在
の
状
況
を
つ
か
む
糸
口
に
な
っ
た
か
と
思
う
。 

 

な
お
、
本
稿
は
、
対
象
と
し
た
子
安
像
塔
の
数
が
多
い
た
め
、
幕
末
・

近
代
・
現
代
の
三
篇
に
分
け
る
予
定
で
し
た
が
、
子
安
像
塔
全
体
の
概
況

を
早
く
お
知
ら
せ
し
た
く
、
本
誌
二
十
号
・
二
一
号
に
続
き
、
本
号
に
一

括
し
て
報
告
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
デ
ー
タ
の
表
を
簡
略
化

し
、
ま
た
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。 

 ＊
参
考
資
料
＝
石
田
年
子
氏
作
成
調
査
デ
ー
タ
「
下
総
の
年
代
別
十
九
夜

塔
造
立
の
推
移
」
（
房
総
石
造
文
化
財
研
究
会
主
催 

二
〇
一
一
年
第
一

七
回
「
石
仏
入
門
講
座
」
発
表
） 

 

他
は
、
本
誌
二
十
号
・
二
一
号
掲
載
の
拙
論
末
尾
に
記
載
し
た
参
考
資

料
と
同
じ
の
た
め
省
略
し
ま
す
。 


